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00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）　　●これまでの広報いちかわが市公式Webサイト・検索　　 　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。広報

　市では、現在、電力会社が政府に申請している電気料金の値上げから家計を守るとと
もに、地球温暖化対策の一環として、家庭での電力会社との契約内容や電気の使い方を
見直す「えこ得節電」を提案します。
　夏季（7～9月）における市内の一般家庭の平均電気使用量を439kWh ※（40A 契約）
とすると、今回の値上げで、1カ月当たりの電気料金は10,705円から11,888円となり、
1,183円（11.1％）の負担増となります。この値上がり分を0（ゼロ）にするために必要な
10％程度の節電（右記参照）の取り組みが「えこ得節電」です。 
　市では、市民の皆さんに楽しく節電に取り組んでいただくため、節電した方に抽選で
LED 電球、充電器セットなどのエコグッズが当たる「いちかわ節電チャレンジ」などを実施
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎320-3976環境政策課
※昨年実施した「いちかわ節電チャレンジ」参加者のデータ（平成22年電気使用量）を使用しています（データ数：811世帯）

契約アンペアを小さくすることで、次のようなメリットがあります。
　10A 下げるごとに毎月の基本料金が273円安くな
ります。年間にすると3,276円のえこ得になります。

　契約アンペアの見直しは、現在の生活スタイルなどを検証してから行
うことが必要です。詳しくは東京電力のホームページをご覧ください。

契約アンペアの変更（A） 基本料金（円）
40→30 1,092→　819
50→40 1,365→1,092
50→30 1,365→　819

取り組み項目 節電電力量※1 節電率※2 えこ得額※3

エアコン エアコンの使用時間を1時間短縮 5.2kWh 1.2% 150円
月に1～2回のフィルター清掃 3.5kWh 0.8% 101円

電気ポット 保温機能を使用しない
（沸騰するとき以外はプラグを抜く） 9.0kWh 2.1% 261円

照明
照明の点灯時間を1時間短縮

（蛍光ランプの場合） 0.4kWh 0.1% 11円

白熱電球をLED 電球に交換 7.9kWh 1.8% 229円

電気便座 洗浄水の温度は低めに設定
（「中」から「弱」に） 1.2kWh 0.3% 34円

電気掃除機 利用する時間を1日1分短縮 0.5kWh 0.1% 14円

冷蔵庫
設定温度を適切にする（「強」から「中」に）
／ものを詰め込みすぎない／開閉は少なく、
手早く／壁から適切な間隔で設置

13.9kWh 3.2% 403円

待機電力
使用していない電気機器はこまめに主
電源を切る。また、長時間使用しない場
合は、プラグを抜く。

4.4kWh 1.0% 127円

　電気の使い方について家族で考えるきっかけとな
り、節電への取り組みにつながります。節電した分だ
けえこ得になります。

●料金改定後の節電率別
  1カ月当たりの電気料金シミュレーション
　　料金改定前の電気使用量を439kWh、電気料金を10,705円
　として算出しています。

節電率（節電量 kWh） 電気料金（円）改定前との電気料金比較（円）
 0%   （0） 11,888 +1,183
  5%（22） 11,249 +544
10%（44） 10,611 ー94
15%（66） 9,972 ー733
20%（88） 9,334 ー1,371
 30%（132） 8,057 ー2,648

メリット1

メリット2

※1 省エネルギーセンター発行「家庭の省エネ大事典2012版」から算出
※2 夏季の一般家庭における月当たり平均使用電力量439kWh を基準に算出
※3 第3段階料金（300kWh 超過料金）の1kWh 当たり29円で算出
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電気料金の値上がり分を0にするチャレンジ
我が家の「えこ得節電」を試してみませんか ゼロ
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☎３３４-１１１２管財課

省エネ機能の高い製品の買い換えも、
家庭でできる省エネです

　省エネルギーの技術進歩により、家電製品は、エネルギー消費効率が良
くなっています。古い家電製品を省エネ性能に優れたものに買い替えるの
も効果的です。
●10年前のエアコンとの期間消費電力量の比較

出所：（社）日本冷凍空調工業会

2000年型

2010年型

300 600 900 1,200（kWh）

期間合計1,017

期間合計872

約14%
省エネ

※冷暖房兼用・
壁掛け形・冷
房能力2.8kW
クラス省エネル
ギー型の代表
機種の単純平
均値 

※電気料金は「基本料金」及び「燃料費調整額を除く電力量料金」を合算して算出しています
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日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ講師 行徳支所講 市役所内容内

広 

告

外国人住民の住民基本台帳制度がスタート７月９日（月）
から

住民基本台帳法の適用により、住民票を作成します
　次の表に記載されている4つの区分に該当する方で、住所がある外国人については、日本人と同じく住民
基本台帳法の適用になり、住民票を作成します（短期滞在などの方は、住民票は作成されません）。住民票に
は、日本人と同様に住所、氏名、世帯主の氏名及び続柄、生年月日、性別などのほか、外国人特有の事項とし
て国籍・地域、外国人住民となった年月日などが記載されます。

●住民票が作成される外国人と住民票の記載事項

外国人登録証明書に替わり「在留カード」「特別永住者証明書」が交付されます
　在留カードは、中長期在留者に対し、上陸許可や在留資格の変更許可、在留期間の更新許可などの在留
に係る許可に伴って入国管理局より交付されます。特別永住者証明書は、特別永住者に対し、従来どおり市
役所、行徳支所市民課窓口で申請、交付されます。一定期間、外国人登録証明書は「在留カード」「特別永
住者証明書」とみなされます。
　特に現在外国人登録されている方で、在留資格・在留期間の変更については、住民票の作成に関わる重
要な事項のため、変更申請漏れのないようご注意ください。
　詳しくは市、総務省、または法務省のホームページをご覧ください。

外国人の主な届出、申請の窓口

※市川駅行政サービスセンターでの外国人の手続きについては、平日の午後5時以降及び土曜日はお受けできない場合がありますの
で、市役所市民課にお問い合わせください

※在留資格の変更許可、在留期間の更新、在留カードの申請・交付などは、法務省入国管理局での手続きです

【注意点】
・仮住民票は施行日（7月9日）に住民票となり、「外国人登録原票記載事項証明書」は発行できなくなります。
・他市区町村または国外に住所を移す場合、転出の手続きが必要です。転出証明書を交付します。
（国外への転出の場合は転出証明書は交付されません）
・他市区町村から市川市に転入した場合、前住所地から交付された転出証明書と在留カードまたは特別永
住者証明書、あるいは外国人登録証明書を持参し、転入手続きをしてください。

・在留資格のない方や短期滞在の方は、住民票の交付を受けたり、印鑑登録ができなくなります。

対象区分 対象者の内容 記載事項

中長期在留者
（在留カード交付対象者）

３カ月以下の在留期間が決定された外国人
や、短期滞在・外交・公用の在留資格が決
定された者以外の外国人

・在留カードに記載されている在留資格、在
留期間及び在留期間の満了の日、在留
カードの番号

・中長期在留者であること
特別永住者

（特別永住者証明書交
付対象者）

入管特例法により定められている特別永住者
・特別永住者証明書に記載されている特

別永住者証明書の番号
・特別永住者であること

一時庇護許可者
または仮滞在許可者

入管法の規定で一時庇護のための上陸の
許可を受けた外国人や難民認定申請を行
い、仮に我が国に滞在することを許可された
外国人

・一時庇護許可書に記載されている上陸
期間、または仮滞在許可書に記載されて
いる仮滞在期間

・一時庇護許可者または仮滞在許可者で
あること

出生による経過滞在者
または国籍喪失による
経過滞在者

外国人となった事由が出生や日本国籍喪
失である方（その事由が生じた日から60日ま
での間は在留資格を有することなく在留する
ことができます）

・出生による経過滞在者又は国籍喪失によ
る経過滞在者であること

7月9日（月）から
住民票などの

各証明書の様式が変わります
＜新しい住民票様式＞
1.世帯連記様式（世帯を単位とした

住民票で、一つ前の住所と最新
情報が記載されます）

2.個人票様式（個人を単位とした住
民票で、一つ前の住所と最新情
報または住所、氏名などの変更履
歴が記載されます）
なお、1、2ともに転出などで住民で
なくなった方は「除票」として別にな
ります（別途手数料が必要です）。

※自動交付機及びコンビニエンスストアでの証明に
ついては、世帯連記様式のみの交付となります

※個人票様式での住民票を希望される方は、市役
所各窓口で申請してください

市川駅行政サービスセンター窓口などの
業務時間が一時的に変更となります

　住民基本台帳法の改正に伴うシステム対応作業のため、市川駅行
政サービスセンター窓口及び自動交付機、コンビニ交付の利用時間を
変更します。
●市川駅行政サービスセンター窓口業務時間の変更
　※Ⅰ-Linkルーム/ホールは通常どおりの利用となります

●自動交付機・コンビニ交付の稼動時間の変更

7月6日（金） 7月7日（土） 7月8日（日） 7月9日（月）

窓口業務 午後5時から
休止 終日休止 休業日 午前8時45分から

通常業務

7月6日（金） 7月7日（土） 7月8日（日） 7月9日（月）
自動交付機

（市川駅行政サー
ビスセンター）

午後5時から
停止

終日停止 通常稼動
自動交付機

（市川駅行政サービ
スセンターを除く） 午後5時30分

から停止
コンビニ交付

※コンビニ交付については、6月21日（木）、29日（金）は終日稼動を停止します

☎334-1124市民課

取扱内容 市役所 行徳
支所

大柏
出張所

南行徳
市民センター

市川駅行政
サービスセンター

信篤窓口
連絡所

中山窓口
連絡所

国分窓口
連絡所

戸籍の届出（出生届、死亡届、婚姻届など） ○ ○ ○ ○ × × × ×
住民異動届（国内での転入届、転居届、転出届） ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
住民異動届（国外からの転入届、国外への転出届） ○ ○ × × × × × ×
証明書の申請

（戸籍に関する証明・住民票の写し・印鑑登録証明など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
印鑑登録 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
特別永住者証明書交付申請及び交付 ○ ○ × × × × × ×




